




　本 研 究は,イ チ ジ ク株 枯病 の総 合 的防 除技 術 を確 立す るた め に,そ の病 害 の原 因菌 で あ る
Ceratocystis ficicolaに よる病 斑の基 本的特徴 につ いて調査す る とともに,こ の菌が土壌病原 菌で あ
る ことか ら,土 壌管理法 の違 いがイチジク株枯病の発生 に及 ぼす影 響 を検討 した ところ,菌 根 菌 の









行った。`桝井 ドー フィン'の 切 り枝および主幹にC.ficicolaを有傷接種したところ,接 線方向(枝




た,切 り枝を正立,逆,水 平のいずれの方向に静置した場合も,こ れらの病斑長に差異はなかった。











よび2種 類の微生物資材,す なわちTrichoderma harzianumを 接種した「トリコデルマ区」およびアー
バスキュラー菌根菌(AMF)を 接種した「菌根菌区」の各処理区を設けて比較調査した。その結果,
枯死率が最も低かったのが菌根菌区(26%)で あり,次 いで無滅菌区(48%)お よび草生区(48%)
で,そ れ以外は70%前 後の高枯死率であった,枯 死が抑制された区の傾向は,森 林土壌を供試土と









した 「草生区」およびAMFを 接種した 「菌根菌区」の各処理区を設けて比較調査した。
　その結果,抵 抗性台木を用いたためt枯 死する個体はなく,地 下部の被害状況は軽度な個体が多
かった。しかし,ほ とんどの処理区において(ficicola　 　 区の根乾物重は無接種区よりも小さく





　 (実験1)ポ ット苗イチジクにC.ficicolaを土壌にかん注接種したところ,新 梢および根におい
て生育阻害がみられたが,こ の生育阻害は牛ふん堆肥を施用することで軽減された。またこの堆肥
施用によって株枯病の病斑拡大や地下部の腐敗も軽減した。
　 (実験2)C.ficicolaに 対する牛ふん堆肥施用の有効性の原因を探るため,牛 ふん堆肥施用土壌で









第2章 では株枯病の病斑は基本的に軸方向に長く,紡 錘形を呈し,重 力や生長方向には影響を受け
ないことを明らかにした。これらの結果から,垂 下方向や棚に新梢を誘引するようにイチジク樹形
の改善を行ったとしても病斑の拡大には影響を及ぼさないと考えられる。
　第3章,第4章 および第5章 では土壌環境の改善によるイチジク株枯病防除を試みた。その結果,
菌根菌接種や牛ふん堆肥施用土壌ではC.ficicolaによるイチジク樹の生育抑制を軽減し,病 徴を軽
減させる効果があることを明らかにした。特に,牛 ふん堆肥施用の効果は土壌の静菌効果を高めて
いると考えられた。
　以上のことから,抵 抗性台木の使用とともに,菌 根菌を利用することで生長阻害効果が軽減され
ること,そ して牛ふん堆肥を土壌に施用することで土壌の静菌効果が高まりrよ り株枯病に感染し
にくい環境を構築できることが明らかになった。
